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協議会名：高松市離島航路確保維持改善協議会

評価対象事業名：離島航路運営費等補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【目標達成率】　89.1％
（目標：198,552人/年）

【利用者数】176,893人
/年
（対前年比：78％）
（対前々年比：53％）

【収支率】73％
(対前年比：▲17.1%）
(対前々年比：▲44.9%）

新型コロナウイルス感
染症の影響により、利
用者数は目標を下回っ
た。
一方、自動車航送台数
は島内における公共
工事に伴い利用が増
加したことにより、計画
を大幅に上回る31.7％
増となった。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

雌雄島海運株式会社

男木～高松航路

＜陸上交通との連携状況＞
・高松港周辺には、各公共
交通機関の結節拠点が多く
存在するが、分散している
状況。
・最寄りの鉄道駅及びバス
停（JR高松駅・ことでん高松
築港駅・高松駅（バス）、徒
歩５分以内）との乗継ぎ時間
は多様なモードがあるが比
較的短い。
・島では、船便の到着に合
わせて鬼ヶ島洞窟行定期バ
スが運行している。
・ICカードでの割引範囲を一
部の航路・鉄道・バス等で利
用できるようにし、利便性の
確保に取り組んでいる。

新船「めおん」が就航し、
関係機関と連携した航路
活性化施策として、就航
式の開催、SNS等を通し
ての情報発信などを実施
し、誘客増加を目指した。
また、航路の維持と利便
性の確保につながる施
策・事業（高齢者割引の
適用及び島発往復割引
の拡大）を継続して実施し
た。

計画どおり事業は適切
に実施された。
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関係機関とも十分に協議
しながら、航路の維持と
利便性の確保につながる
施策・事業に取り組む。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

高松市は香川県の中心部に位置し、面積は375.65km²、人口は424,528人（R3.12.1現在）である。
高松港と女木島、男木島を結ぶ離島航路(男木～高松航路）は、他に島を結ぶ航路がない唯一の航路である。両島の
住民にとっては、通院、通学を始め、日常生活の全般において、本航路の利用が不可欠となっている。そのような中、
瀬戸内国際芸術祭等のイベントや、地元、航路事業者及び行政の連携による航路維持活性化施策により、利用者は
増加していたものの、新型コロナウイルス感染症の影響により観光客数が大幅に落ち込み、両島の人口も年々減少傾
向が続いていることから、引き続き、航路事業者が単独で航路を維持をしていくことは困難であるため、公的支援が必
要な状況である。
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